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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、大学初年次生を対象とした英語基礎力測定テストを開発し、そのテスト
を利用して形成的アセスメントを可能とする授業方法・評価方法を考案することである。
　大場昌也氏が開発したR（リーディング語彙）テスト、L（リスニング語彙）テスト、G（基礎文法）テストからなる
「RLGテスト」を利用して、大学生の語彙、文法の習得傾向、及びTOEFL／TOEICとの相関を分析した。得られた結果を
基に、授業での効果的な語彙・文法指導を考案し、授業実践を行った。同時にRLGテストの別ヴァージョンの開発を行
った。研究成果はホームページ上に公開し、「WEB版RLGテスト」を誰でも受験できるようにしてある。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this research is to develop a diagnostic test to measure basic 
English skills of university freshmen focusing on their vocabulary and grammar, and to construct a 
teaching method making use of this diagnostic test, which leads to a formative assessment.
 RLG Test is composed of reading vocabulary test, listening vocabulary test, and basic grammar test. We 
analyzed data of about 3000 students and found the tendency in their acquisition of vocabulary and 
grammar knowledge as well as its correlation with TOEFL/TOEIC scores. We proposed an effective teaching 
instruction for vocabulary and grammar study from the obtained data, and conducted a lesson. We also 
developed different versions of the tests. We created our homepage to publicize our achievements, where 
anyone can take the tests for free.

研究分野： 英語教育、イギリス文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年日本人大学生の英語力測定に英検、

TOEFL、TOEIC といった外部試験が広く利
用され、大学ごとにクラス分けや到達度の判
定基準にも用いられている。各試験はそれぞ
れ目的と測定方法に違いはあるものの学習
者の英語力を客観的に計測するうえで非常
に有用な手段である。しかしながらこれらの
外部試験は学習者個人に対して個別の学習
方法を提示するものではない。特に現在は就
職活動への準備において TOEIC を受験する
大学生が急増しているが、そのスコアは受験
者の英語力を客観的に数値化した一尺度に
すぎない。ところが現状では大学生学習者は
スコアを少しでも上げようとして本来の目
的であるはずの英語力向上からかけ離れた
学習方法に陥ってしまうことが少なくない。
スコアアップが目的となってしまい、英語使
用や英語スキルの向上という本来の学習目
的を見失いがちである。また大学や教員側も
学生の英語学習の進捗状況や到達度を外部
試験を用いて測定する以外に客観的な評価
方法を見出すことを怠っており、学習者の学
習過程に重点を置いた評価方法（形成的アセ
スメント）を取り入れることが少ない。ここ
には本来「言語学習は生涯に渡って継続され
るべきものである」（Council of Europe, 
2001）という視点が抜け落ちてしまっている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、大学初年次生を対象とし

た英語基礎力測定テストを開発し、そのテス
トを利用して形成的アセスメントを可能と
する授業方法・評価方法を考案することであ
る。具体的には、（1）リーディング語彙力、
リスニング語彙力、及び基礎文法力を測定す
る英語基礎力測定テストを開発し、そのテス
トデータを基にして（2）学習者の習熟度に
応じた最も効果的な学習方法を考案したう
えで、（3）学習者に対して自律的学習を促進
するツールを提供し、（4）教育者に対しては
形成的アセスメントを促進する評価方法を
提案する。本研究により、これまで一人一人
の習熟度レベルには対応することが困難で
あった授業運営から、学習者個人の学習上の
問題点を考慮しかつ自律的学習態度を養成
する授業スタイルへと変容させるカリキュ
ラム構築が期待される。 
 
３．研究の方法 
本研究では、大学初年次生を対象とした英

語基礎力測定テストを開発し、そのテストを
利用して形成的アセスメントを可能とする
授業方法・評価方法を考案することを目指す
が、研究目的で示した 4 つの具体的な目的を
3 年間で達成する。25 年度は、リーディング
語彙力、リスニング語彙力、及び基礎文法力
を測定する英語基礎力測定テストを発展さ
せる（完成済みである 4 つのヴァージョンの
RLG テストに更に 5～6 つのヴァージョンを

作成し、その等価性と信頼性を検証する）。
26 年度は、テストデータの分析を行い、学習
者の習熟度に応じた最も効果的な学習方法
を考案し、更に、学習者に対して自律的学習
を促進するツール（自己評価票やポートフォ
リオ）を開発・提供する。27 年度は、教育実
践者から広く意見を求めながら、形成的アセ
スメントを促進する評価方法を考案し、その
効果を検証する。 
 
４．研究成果 
（１）RLG テストの開発・改良 
 RLG テスト作成の理論を開発者より学び、
現在ある4つのヴァージョンの等価性を検証
したうえで、新たなヴァージョンの開発を試
みた。またWEB公開用にテストを改訂し、「WEB
版 RLG テスト」を作成し誰でも無料で受験で
きるようにした。WEB 版では自動採点、復習、
弱点ポイント、TOEFL・TOEIC 得点予測の機能
を追加し、自己診断から自律学習へと繋がる
よう配慮したプログラムとした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
画像１ WEB 版 RLG テスト 
 
（２）研究参加者データの分析 
＜25 年度＞ 
関東圏の 3大学に所属する初年次生 302名

を対象に RLG テスト、TOEFL もしくは TOEIC
スコアと自己評価票の記述内容を分析し、レ
ベル別の学習課題を考察した。自己評価票の
記述分析に際しては、レベルに即した適切なフ
ィードバックが与えられるようにするため、基礎レ
ベル（TOEIC400 点相当を目指す）グループと実
用レベル（TOEIC600～730 を目指す）グループ
に区分して分析を行った。 

結果、両グループ間にレベル差により多少の
違いは見られるものの根本的な学習手法に関し
ては大きな違いが見られなかった。両グループ
ともに英語学習の主目的が外部試験でのスコア



アップとなっており、学習方法も暗記や詰め込み
といった受験勉強のスタイルから抜け出せてい
ない。しかしながら社会が大学生に求めている
英語力は単なる TOEIC や TOEFL のスコアでは
なく、実際の社会の場で使用することのできる、
言わば実践的な英語力である（小池, 2010）。よ
って、試験で正答するための学習ではなく、実
際の使用場面を想定した実践的な学習及び練
習が必要である。そのためには学習目標のベク
トルを試験対策から実践使用へと大きく転換さ
せるようなカリキュラムと授業運営が必要であるこ
とを再確認した。 
 
＜26 年度＞ 
 関東圏の 1大学の初年次生 802名を対象に
TOEFL-ITP と RLG テストを、特に語彙パート
に焦点をあてて分析し、学生のレベル別の語
彙習得傾向と使用教科書の語彙レベルの適
正に関して調査を行った。 
結果、習熟度別に明確な語彙習得傾向の

差が表れた。TOEFL550 点以上のグループは
R 語彙と L 語彙のギャップがほとんどない
「R語彙＝L語彙」型の習得傾向を示した一
方、他のグループは「R語彙＞L語彙」型の
習得傾向を示した。上級グループ以外では
音声を取り入れた語彙学習が必要であるこ
とが確認された。 
教材の語彙レベル適性に関しては、教科

書の語彙分析と学生の語彙定着率との比較
から、いずれのレベルにおいても Reading
の教科書、Listening の教科書ともに易し
すぎることはないことが明らかとなった。
しかしながら Reading 用の初級と中級レベ
ルの教科書は未知語の割合が 10％前後を
占め、推測で読み進めることは困難なため、
language focused learning を意識した
pre-reading や語彙確認の活動を伴う必要
がある。Listening 用の教科書においては、
初級と中級レベルは未知語の割合が 15％
前後とかなり高いため、推測力を高めるた
めにも視覚を交えたヒントを与えながら使
用するといった工夫が必要であることが判
明した。 
今回学習者の語彙定着率と教科書の内容

語数の分布を分析する際にもう一点明らか
となったことは、教科書のレベル差は語彙
の「広さ」だけではなく「深さ」にもよる
ことである。つまり、語彙数や語彙難易度
よりも、語彙の持つ語法関係、文脈による
適切さによって教科書のレベルが左右され
ており、いかに 2000 語レベルまでの語彙を
実用的に使用できるかが求められている。
語彙学習において単なる暗記方式では実践
的な英語力の養成にはならないことを改め
て認識することとなった。 
 
＜27 年度＞ 
関東圏の 1大学の初年次生 798名を対象に

TOEFL-ITP と RLG テストを、特に文法パート
に焦点をあてて分析し、学生のレベル別の文

法項目習得傾向を分析した。表１は RLG テス
トの文法パートを構成する文法領域と文法
項目を示しており、表２は習熟度ごとの各領
域別正答率を示している。 
 

領域 文法項目 

A <品詞> 
基本 4 品詞（名詞・動詞・形容詞・副

詞）、その他の品詞、単数・複数 

B <文と呼応> 
動詞の時制（過去形と現在形）、動詞型

（文型）、代名詞など代用表現 

C <動詞の拡充> 助動詞、完了形、進行形、受身形 

D <文の拡充> 
強調文、否定文、Yes/No 疑問文、WH
疑問文 

E <動詞の転換> 不定詞、動名詞、現在分詞、分詞構文 

F <文の転換> 名詞節、副詞節、形容詞節、仮定法 

表１ G テストを構成する文法領域 
 
領
域 

TOEFL
550 以上 

TOEFL
500-547 

TOEFL
450-497 

TOEFL
400-447 

TOEFL
350-397 

A 89.0% 85.2% 81.1% 76.7% 72.4% 

B 94.5% 91.8% 87.2% 82.5% 75.8% 

C 89.5% 79.9% 71.2% 65.3% 70.3% 

D 88.0% 78.6% 70.2% 64.5% 59.4% 

E 92.0% 78.1% 69.2% 61.4% 53.6% 

F 94.0% 85.3% 76.9% 67.5% 63.0% 

表２ 各グループの領域別平均正答率 
 

このデータから最上位グループ以外はどこ
も E、F 領域が弱いことがわかる。また誤答
傾向の分析からは、いくつかの文法項目に
おいてはグループ横断的に難しい問題とし
て留まることが判明した。コミュニカティ
ブなアクティビティを中心に据えたカリキ
ュラムや授業設定において、文法をいかに
扱うかが課題であることが明らかとなった。 
 
＜RL（語彙）テストと JACET5000 の相関＞ 
 大学生 10 名を対象に R テストと L テスト
のスコアと語彙リスト JACET8000 中の 5000
単語との相関を調査した。結果、両テストと
も 0.8 以上の有意な高い相関が見られたが、
L テストの方が相関指数は高かった。これが
何を示すのかは今後引き続き調査検討して
いく。この 10 名のパイロットスタディから R
テストで 30 点であれば、JACET 語彙リスト中
3000 単語程度の獲得語彙数であることが予
測できることが示された。 
 
（３）自律的学習ツールの開発 
 RLG テストに付随する自己評価票を作成し
25 年度の研究参加者対象にその記述内容を
分析した。分析内容は前述のとおりであるが、
この自己評価票には自分の弱点項目をチェ
ックしたうえで、学習課題と学習目標を記入
する欄がある。今後はこの自己診断ツールを
改良し WEB 版 RLG テストに組み込んでいく。 
 
（４）形成的評価を促進するカリキュラム構



築 
 外部試験をクラス分けや期末試験として
利用する大学において、この RLG テストをど
のように利用できるかを検討した。クラス単
位で教員が利用することは可能であること
が実証されたが、全学的なカリキュラムの中
でどう利用していくかは今後の検討課題と
なった。 
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